
Ⅲ登録者
センターへの登録自制ま､ ①身元確認⑨日雇労働者

失業保険同健康保険の適用準備③就労の参考資料④年

末友の会のための写真照合に大別されるが､登録者数

の13326名は実数と異なる｡

これは酔払いの2垂3重の再登録と､偽名者が多い

もので.一人一人のチェックが不可能なために橋詰の

数字になったものである｡

資料はA2000-A3325までの1326名分についてのも

のであるが､月別登録では毎月90名前後の発露者があ

り､毎年｢友の会｣が始まる1ケ月師(lュ月)には1

2僻以上の数になるの弾‡徴となっている｡

年代は20-40代が約71%と圧倒的に多く､重労働の

仕事が多い｢愛捷地区｣の労働市場をよく示している

と思われる｡

居住所は｢愛隣地区｣といわれろ一掃が殆んとで

日々ドヤを変ったり､出張現場への移動などで一定し

ておらず､連絡事項の便利なセンターのfl所を刷l所

にしている登録者が,約半数はとである-,

出身別t･iま､受付開始後の一貫した傾向である近

畿､九州､四国の区域が多い｡

怖職別に見ると､建設業-455名､製造業~310名､

運送第-131名､サービス菜-91名､運休漁村-98名

炭坑-18名､民間事務-17名､その他-206となって

いる｡これから見ると建設業と製造業が大半を占めて

いろことが分かる｡

登環労働者が西成-来た時期の年次別を比較して見

ると､ 37年-41名､ 38年55名､ 39年-75名､ 40年~1

14名､ 41年-89名言2年-131名､ 43年-192名､ 44年

-344名､ 45年-55名と､計1 326名となり､昭和39年

以勘こ画廊こやって来た者が昭和38年以前より勘口の

傾向があらわれていろ∩　この現象は高珪経済成長によ

る高度近代化都市計画の一環に伴ふ建設関係の労働力

需要上昇の結果である｡

常用の促進
常用の促進と忠日雇から常用労働者になった人の就

労(生活)安定を図るために1ケースにつき支度金と

して10 00胴を貸付､生活援助金として5 00胴を支

給する榔度であり､ 10.000円の支度金返済方法は､ 10

ケ月返済､無利子となっているo

支給の条件としては､事業主の証明と保証人を必要

とし､当センターに発鋳潰の労働者である事となって

いる｡

しかし､真面目に定期的に返済する労働者は少く､

支給ざれろまでは根気よく来所するが支給金を受取る

と､すぐその会社を辞めてしまうという悪質な労働者

いる｡しかし44年度､昨年度よりは2名の璃加にな

っているが15.000i胃の援助では､少額に過ぎるので増

額希望の声も開かれる｡

直行奨励金の支給
日雇労働者の就労安定のためにくま当肯用就職するこ

とが好ましいと思われるが､その前段階としてTLT行

(指名)として雇用される労働者のために､同一事業

所に6ケ月以上､且つ毎月11日以上就労し､当センタ

ーへ登録をした人であって､事業所より証明された労

働者に対し､ 3 000円を支給する制度であるo

今年度は7月と12月の2回回支給をしたが､ 7月に

5件の16名､ 12月に6件の34名に支給された｡

年間100名を予算計上しているが､労働者へのPR

不足もあり､今年度は50名に止まったが､今後はもっ

と指尊を強力に行い､暗行による就労安定化に資した

い｡
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日雇(現金)求人事業所

の現状について

釜ケ崎に居住する多くの労働者は､毎朝5日細から

起き､その日の仕事を求めて､寄り↓鄭こ集まってく

る｡国道である寄り場の朝は仕事を求めろ数千名の労

働者と､百数十台の求人車で埋めつくされ､簡易食堂

や露店商も並び､異様な活気左程する｡労働者は白か

ら希望する求人条件明記の事業所の坤こ乗り､各地の

現場に運ばれ就労する｡労働宮島乾季運送業､陸上運

送業､建設業､穀遺業等のありとふ,-jlゆる産業の､大

企業や中小企業の現場で日雇方働音として､また下請

工､臨時工として筋肉労働を主にした､多種多様な

職種､船内荷役､雑役､町ヤ土工､工員手元又は大工

左官溶鞍工等の職人として就労していろo

昭和44年度､当センターを通じ就労した延数は76万

人以上である｡これにセンターを通さず､屯行,その

他の方法で個々に就労する相当数を合わせば百万人

をこえる数となるであろう｡

まさに金ヶ崎の労働力は､大阪を中心とした近畿圏

の産業発展にとって今や欠くここのできない､豊富

かつ重要な一大労働力市場となっている｡

掘和4年度に.t郎する日雇求人事業所数は1.197事業

所あり､その産業別割合は第1表の通りである｡

事業所のなかに患､毎日平均100名以上も求人し､

大型パス2-4台でくる､当地域で:ま比較的大きな事

業所も､数人求人する零細な事業所も､又一人親方や

人夫出しと言われる人夫供給業も全都含めてあるo

昭和44年度の事業所教と昭和42年度(港湾運送業

36､陸上運送業134､建設業590､製遺業その他18鮒

946事業所)を比較すると､約25%強の璃加である.

その主たる理由は産業活動が活発,i比較的好景気で

あったこと｡万国博覧会及びその快腫尊葉が大規模に

おこなわれたため､それに必要な労働力が当地助こ求

められた結果であったと思われろ｡

事業所の産業別割合をみると､建設業が全体の63%

を占め､次いで製造業その他の19%陸上運送業の15

%､湾澄運送業の2%である｡これを昭和44年度の産

業別就労数との関連でみると､建設業377 057名で49･

4%､次いで製造業その他225i624名で29.8%瞳上運送

業､ 59.615で7 8%､泡雪運送業99,691名で13%をそ

れぞれそれ占めている｡

以上からもわかるように､建設業が好業所数でも､

就労数で!,圧倒的に多いということである｡製造業は

卒業所数に較べて就9:)数がかなり多いのは､比較的大

口求人事業所があることを現わしている｡それと肢逆

に陸上逓送業では事業所数に較ぺて就労数が少ないの

私通転手､助手等､比較的少人数しか求人しない事

業所が多いことを現わしていろ｡また港湾運送業につ

いてみると､専業新教に較ぺで就労数がかなり多

い､こ裾i製造業以上に大口求人専業所数が多い､と

いうことと同時に､港湾労働法19条により､未充足分

を抵接当地域の労働力に依存しなければならない実態

を反映しているものと思われろ｡

当地接にくる求人事業所(港湾運送業を除く)の性

T.iとして､建設業を中Llに､大企業自体が南蛮求人に

くるのではなくて､数段階にわたる下請業や人夫挟総

莱(職業安定灘4条､労働基準法6条にふれるよう,--'

事業所)が圧倒的に多く､現実に沢山の問題点を持ち

合わしで′､る｡

当地域の労働者がたとえどんな方法や形態で就労し

ても､日本を代表する大企業と､当地域の労働力副葬

とは密接不可分の関係にあると言えるのであるC

次に求人事業所の所在地を地朗母こみると､第2表

の通りである｡

大阪市内が69%､次いで大阪府下24%合わせて93%

を占め､少ないけれども兵庫､京都､奈良の近府県に

もおよんでいろ｡

次に求人事業所の車蘭別実態にふれてみる｡

｢今日の求人状況｣ (寄り場バス内で記入､求人車

台敏枝推定で記入するためやや正確さを欠く)による

と､昭和44年度毎日平均71台の車輌がきているoこの

台数には､求人数の少ない冬期､雨天､日曜祭日も含

めてろいので実態より少なくなっているが､通常時

における､平均的求人車軸台数は120台～130台前後で

あり､延では200台前後あると思われるo

参考のため､昭和45年6月6日､ 8日､ 9日の3日

間にわたり調査した結果を第3表に示す｡

以上事業所の概帳を報告したが､最後にいくつかの

問題と今後の方向について若干ふれておく必要があろ

う｡当地域の･労働者から､しばしば聞くことだが､賃

金が安い､ピンハネをなくせ､手配師が多すぎる､労

災時の休業詔償費が安すぎる等々であるo

人夫供給業的性格の事業所が多い妾酬犬がらみで確

かにそのようなことばある｡現実は建設業を中心に､

その他の産業も含めて多くの企業が元詩､下請､孫請

といった系列機措となっているためその改善現実的に

は非猷こ困難なる問題がありうる｡親'らと言って放

置しておくことは出来ないし､時間がかかっても何ん

とか改善していかなければならない｡

さしあたり､各野菜所に射し､労働基準法職業安定

法の韮本条項を遵守させていくこと､特に悪質な事業

績粥E

所に対しては､適切な指導が必要である｡

日雇健康保険､同失業保険の適用及び労災保険にお

ける休業補筒賀に撰lする改善等､その他の諸問題も合

第1表

産業別日雇労働者求人事業所数
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第2表

日雇労勘考求人事業所所在地分布
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就労先(現場)の傾向
現金仕誠二ついての就労先現場の実態や傾向法､残

念ながら鮒が､調査の対象になっていない｡

過去には行なわれていないし, 44年度についても最

も求人件数の多かっだ8月を典型として示すに嘗めざ

るを得なかった｡年間の集訊こよる確かな資料の作成

についでま､今後努力しで㊥きたい｡

く刹畿･沿岸〉本紙･沿岸について法､港湾労働法の

適用をうげろ大阪港､神戸港を除けば.和歌山､尼崎

にそれぞれ-現場あがこ過ぎない｡求人数の全体に対

する比率は高いが､就労先現場という面からみれば､

業種の性格上固定的であり､特筆すべき問題はない｡

3　黒'H-:-:謹言業窯業詮議
がりの深さを表している｡

輔車工業地帯の発展が著しい県下堺市は､神戸市と

殆んと同数の就労先現場となっている｡

(運転手関係の就労現場についてぬ.一定しないた

め､特に断りのない限り大阪市内として扱った｡ )

〈建設〉建設業酬系における就労先､現場の多様なこ

とは､この面でも建設虚業の複雑な特長を禾してい

ろ｡

市内と併せて全体の9割を占める府下の就労先現場

は､ 4割強となっていろ｡そのうち､吹田を含めて万

国矧廻係の現場は､実に40%となる｡このことから､

直接の万国博覧会会場工事だけでも.この地域の労働

力に相当の細り合で依存していたことが読みとれる｡

日脚薫

めて関係機関が相互に協力し合って現状に測し対策

を講じていくことこそ､効果が発揮されていくものと

思わ利,ろ｡
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その外､府下では東大阪､堺､豊中､池田､門真､

茨木､苗擬､羽曳野､枚方､松原の順で求人件数が多

く､一段下って貝塚､大束､寝屋川､河内長野､柏

原､富田林　　　と続いている｡

県外で(,a､真庭県が全体(県外件数の) 7割弱を占

めて断然多く､次いで奈良県､京都府が県外の1割強

となっていろ｡この業種では､和歌山県の割合が特に

少い｡滋賀県への3日間出張という事例も若干(0 1

%)ある｡

〈製造〉ここで注目しなければならないのは､府下堺

市の比重の大きさである｡先にも一都述べたが､珠臨

海工業地帯に追出した大手重化学工業の現場に就労

する労働者の割合は､ここ数年来､飛羅的に高くなっ

ていろ｡全体に対する府下就労現堤は4部弱!である

が､その内界市が占めろ率は90%に達しようとしてい

る｡県外では､もち論阪神工業地帯の兵慮県が多い

が､和歌山県もそれに近づいている｡製鉄関係の巨大

企業の労働力として､この地域の労働者が多数説労し

ていろことは明らかである｡

この業種では､京都､奈良両府県とも殆んとなく共

に全体に対しては0.1%となっていろ｡

全体的に譲､市内54.7%､府下35.7%､兵庫県6.2

%､和歌山県1.6%､京都府0 9%､奈良県0 8%とな

っていろ｡ただし､資料が八月だけを基礎に作られた

ものであり､また業勧こよっては､一定しない就労現

場があったり､把握しにくいものもあるので実際に

厳若干の誤差を考慮に入れろ必要があるだろう｡



趣躯弛__
昭和40年4月より昭和45年3月まで(60ケ月)の期

間に当センターに求人登環された飯場931性の概況を

示すものである｡

登諌飯場931件の内､帝時センターに求人登録され

る飯場件数を月別にすると第1表の通りである｡

昭和44年度の1ケ月平均は43件であるが年々減少

し､昭和42年度の1ケ月平均61件と比較すると41%!,

韻少している｡その主な理由として考えられること

は､求人登録をしてもセンターからの労働者の紹介が

少ないし,また登録をすることによって労働条件のト

ラブルがあれば注憲されるなどで飯場にとって魅力

がないのが原因の1つで朕ないかと考えられる｡

第1表から見ると､登録件数の減少する月は平均に

12月､ 1月､ 2月の冬場が多い｡理由としてはいろい

ろ考えられるが､現金求人が減少しアプレる日が多い

ので労働者が飯場を過敏しないため､求人登SL'l数が

減少するのではないがと考えられる｡

逆に4月､ 5月､ 6月に求人登録件数が培えてくる

のは､現金求人が堪えてくるので少しでも労働条件

のよい仕事を選択しようと飯場を退餃するので.飯場

は労働者確保のため求人登録件数が増えてくるのでは

ないかと考えられる｡

次に登環飯場(931件)の所在地を分類すると第2

表の通りである｡

大阪市内(第3表)で圧倒的に多い地区は港区の23

%で､つづいて西淀川区の20%､東淀川区の10%､此

芝区の9%の頗となっており､府下(第4表)では堺

市の19%､豊中市の12%､高槻市.守口市の順であ

る｡県外(第5表)では兵庫県が57%をしめ､中でも

尼崎市が圧倒的に多く49%をしめている｡

これらの飯場を蓬莱別に分類すると第6表の通りで

ある｡建設関係が庄劇的に多いのは､大手企業が企業

の安定を考えで常用労働者を確保せず下請へ通し下請

企業は人夫出し飯場に労脚力を依頼するためである｡

建設業､製造業の主な職種といえば第7表の通りで

ある｡建設関係では土工が多く81%､製造関原では工

員手元が64%それぞれ占めている｡

労働賃金(第7表､ 8表)では､建設関係について

昭和43年と昭和44年の6月における平均賃金を比較し

てみると､わずか3%しか上昇しておらず､重労働力

に値する賃金とは考えられない現状である｡

また労働基準法37条の割増賃金が守られているのか

どうかを昭和44年6月の求人台帳より見ると69件の内

わずか2倍しか守られておらず､現実に支払れていろ

割増賃金は第9表の通りである｡更に実態は1割すら

支払れていないところもある状態である｡

低賃金の中より食佳代(第10表)として1日350回

程度天引かれるが､重労働にたえられるカロリーや栄

養分が考えられているのか大いに愛尚である｡

このような条件の巾で働いた労働賃金の支払力法に

ついては第11表の通りである二月2回弘が経体的に多

く､また10日､ 15日契約も増えて来ているのば､短難

問でもよいから労拗音を必要としている錬場の状態を

現わしていると思われる｡

次に支払目前または契約満了軸こ退飯した場合の賃

金の支払(第12表)についでま.昭和44年6月の求人

台帳より見ると75%が支払日払､または満了日払にな

っており､その日以外には支払はしないという労働者

の足止策の一つと考えられる｡また同じ足止策として

は賃金の一都後払い刺､いわゆる預けがある｡これは

年々淑少しているが､やは.1り第13表の通り､昭和44年

6月の求人台帳によると27%が平均2日分の賃金の訊

けが行なわれている｡

これらの飯場がどの程度社会保険(労災､失業.健

康)に加入しているか昭和44年6月の求人台波による

と､労災闘系については元講すなわち大手企業(建設

関係)が保険に加入していればいいということなの

で昭和44年6月の求人台帳によると97%の飯場が労

災保険を受けることができろ｡日雇失業保険について

は26%しか加入しておらない状態である｡このように

少数の飯場しか保険に加入しないというの枝､手数が

かかる､保険料がかかる､郊窃貝を雇わなければなら

ないなどの理由が上げられる｡しかし労働者が安,亡立

て働けるよう各矧系機関は日雇健康保険法第3条を詮

化し､各領域が保険に加入するよう指導していただき

たいものである｡

馨iiO
職業安定所ならびに労働韮幹監督署などの酬糸桜

関が相互に協力し現状にそくした方法で対策を試し改

善していく必要がある｡

しか､

細開痛

第I表　飯場求人受付件数(i4i卑48-545年明48欄間)

第3表　大些事内飯場区分表

区 刺 儁ﾙu��ｨﾙ�8ﾉ�ﾈﾖ��YWhﾎｨﾋ��Y�ﾉ8ﾈ矩�h願��(�8ﾉ�ﾂ�計 

i尾島花正書誌淀紹成野乗弊害成 区区区区区区区医区区区区区区区区区区区区区区 

糾9238日12333nO'031踊…32日3714'8 �52 

府 内 別 綿ﾞHﾅ�ｶ9�霪�IxY=霓鞅Xｩ����8�9Wｨﾘ(�8�9Wｨ�8ﾌ8�8ﾘ(�8�9Wｨ�9Wｨ�9Wｨ�9Wｨﾘ(�8�9YHﾅ8�8�2�汁 

件 叡 鉄C�3Bﾃ�3#��#����C�S��##Sc3CSCcs3����27` 

自認且



第5表県外飯場区分表

第7表

職　種　別　賃　金　表(弼和4時6月)

職種 佇��B�最高ー最低 剳ｽ均 

建 設 �7儘��118 �"ﾃCS��1.500 ��ﾃ����

道路舗装 免ﾂ�2.000 ��繝���I,745 

上.下水工輩 澱�2.300 �"ﾃ����2.200 

タイル張り ���1.800 免塔���1,800 

i: 釘�2,800 �"ﾃC���2.700 

鉄骨粗立 �2�2.300 白繝���2.133 

鉄筋工 ���2.000 �"ﾃ����2.000 

ガードレール ���2.100 白繝���I.950 

保線 ���2.100 �"�����2,100 

製 造 儘�X訷ﾋ2�29 �"��s��I,300 ��縱���

サンダーかけ ���2.250 �"ﾃ#S��2,250 

ボートtjメ ���1.500 ��ﾃS���1.500 

I 白繝���1,800- ��ﾃ����

熔接エ �2�2,250 �&簸��2.150 

鉄工 �2�2.200 �"ﾃ����2.167 

築炉工事 白�I.600 ��緜���1.600 

堅強手元 �"�2.300 �"ﾃ3���2.300 

防水手元 ���I,800 ��繝���1.800 

船内清掃 白�I,900 ��纉���1.900 

梱包作業 ���I.800 ��繝���1.800 

玉掛と手元 釘�2.200 ��ﾃS���1.925 

運輸 ���ﾌ俥ﾈｼb�I 白經���1.500 ��經���

第6表産業別件数分類表(44年度)

43 ･ 44年度産業別賃金上昇比

第9表

支払れて　い　る　割増賃金

(昭和44年6月)

賃金 倡瓜X.ｨ,H*(.��ｨI�ﾙ,�ｾ��平均割増 賃金 兌ﾘｼ��ｨI�ﾙzb�正規の 場合 

1.500 �#����##S��生丁 ����r�233 

1,600 �&ﾒ�200 ������250 

1.700 俛X���265 偖ﾉ-2�265 

1,800 �##X��##3���"�#��#S���2�#��#c��240 ��{ﾈ�R�281 

i,900 �#S���##3�����#���3����##���肯l ������296 

2.000 �3����#3�"�#S��綯�篤も ����r�3時 

2.100 �#S���2�250 ��纉R�鳥: 

2,200 �#S���3�S��霊i ��繝"�高言 

250350 360 �3S��I.ll �3S��

日脚且

第10麦　飯　　　代

班_ほ支払日別(栄)

演芸慰安の夕べ｢髄舶止_
労輔祉センターは､愛捷地区の労働者の慰安を目

的に､醐41年9月から野外の｢演芸の夕｣を企画し

～ t･夏劫こ地もとの三角公園{･･毎年｢労膵鞍の
夕｣捌催してきた｡ TT,ラ所の人気タレントを

出し物にしている労働観センターのこの脚ま､毎

回2･000人を越す線の軸振りで日置労館は勿

論､一敗住民からはき糊得が寄せられていた｡

それが4揮4月26日､春の慰安演芸の夕の舞台で

しか鉦最後の出し物の漫才が軸に行なわれ2,COOの

観衆が上気していた午後8時20分項､この舞台を日か

けて閃光一轍,天空から降ってきたように空瓶(ビー

ル海とウイスキー瓶)が扱げ込まれたのである｡空瓶

賢細田漢

第I3表　預けをおく飯場

4).6　42.6　線6　446

蝿い男女のタレントの足もとに擢裂し.朗は四方

に散乱したe張り詰めていた観衆は一瞬に立上り｢誰

が投げたんや｣と口々に叫び罵り､舞台の前方ではワ

ット喚声が起った｡

が次の瞬間･観衆の視線は､公園の近くにある高屈

アパートの屋上に向けられたと思うと､間もなく､ア

パートの窓ガラスが破損される音がした｡一時どうな

ることかと司会者側は身を整わせて見ていたが､勘

轍の-小隊が導入され､ 30分後には平静に返り暴動に

至らなかったことは何よりも幸であった○が､この薯

件の翌年､昭和4年秋の労働観センターの｢慰安演

芸の多｣は､タレントの恐怖となって､出場は断わら

れ､遂に開催を断念せざる軸なかったことは､司会

者側として地域労働者に申訳ないことである｡



万博関係求人就労概況
万国博覧会会場建設工事は､昭和42年6月から敷地

造成にかかり､ 45年3即こ完了しているが､この間､

多くの労働力が集中的に殺人されたのは昭和3年の後

半期から工事完了の45年3月にかけてである｡

万停会揚建設工事のほか万博関連事業(道路､鉄軌

道､港湾､空港､環境軽憶など)へも多くの労働者が

就労しており､愛隣地区からも多数の労働者が当セン

ターへの求人(就労)その他のルートで就労してい

ろ｡

(別表A)は､昭和4年度における日雇求人(就

労)状況であるが､万博会場建設現場への就労のみで

関連車乗-の就労は含まれていない｡

なお､本妻に計上されている数字は実際に当センタ

ーの窓口へ求人申込みを行ない､就労した数であり､

求人苦が当センタへの求人申込みを行なわず､労働者

万博会場建設現楊事楽所からの

月別求人(就労)状況(別表A)

年 ���B �2�D �.r�

稼 動 日 敬 儿x錬��ﾒﾂﾔ��誌 从���ﾂ�.ﾂ�ﾈ��-求( 白人0- 

局 劔[ﾙ�.b�兌ﾘﾈ��
巻数 仂�4��敬 仂�8橙�

44/4 �#2�2.141 涛2�1261 迭絣�

5 �#B�1.965 塔"�121 迭���

6 �?2�2.807 ��#"�140 澱���

7 �#2�4,031 ��sR�:時 唐繧�

8 �#B�6.319 �#c2�159 澱綯�

9 �#"�4,560 �#�r�183 唐�2�

10 �#b�4.573 ��sb�188 途�"�

ll �#R�5.459 �#���175 澱���

蔦 �#R�3.897 ��Sb�152 迭���

45/1 �#2�1.976 塔b�91 釘���

2 兀R�2.612 �����99 釘���

3 免ﾂ�I.037 涛B�52 釘縒�

計 �#s2�41,377 ��S"�1.688 澱�"�

を愛憐地区で直接募集した就労数は含まれていない

が､その数は相当多数におよぷものと推察されるe

(別表B)は､側表A)の就労数を職種別に分類

したものであり､ (別表C)は､その賃金状況である

が､当地区の慣例として賃金のほかに食費(実員15

0円～200円)または､食事(現物)が支給されてい

る｡

なお､交通貴は実動ミ支給されているが､マイクロ

バスなどによる送迎が行なわれていろe

(別衷o)は､昭和4年度における万博会玲建設現

場で就労した労働者数の月別推移である｡したがって

cIJ表A)は制表D)の内致{･あるo　制表E)

は､ (B帳D)を職産別こ分類したものであるo

っ蒜器器詫課業鷲誤G ㊨
遵事業への就労も含んでおり､個々の労働者の就労延

日数は不明である｡

職種別求人(就労)状況(別表B)

職種 从��ﾂ咽�┐佝��

土工.雑役 鼎��3S"�

大工 ��b�

トビ手元 �#B�

トビ 鼎CBﾒ�

鉄筋工 ����

コンクリ打ち 田��

道路舗装 �2�

石工 ���

ユン水運振手 �"�

運転手 ���

組立手元 鼎C��

租立エ 迭�

熔接工 �2�

仕上工 �2�

鼓金工 �2�

吹付手元 �"�

請 鼎��3sr�

(⊃ 撹 秦 治 諜 壷 DR Q 慈 抽 蜜 求 愁 戟 将 紳 範 良 遅*ﾘ�C齏R��d����ln �� ������ ����臆 舶2�����抹��臆 ��

蜜 盟 篭 �� �� ��册ﾒ� �� ��._〇一 � 剪� 乂b�
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田中駄順鞘地 割掌寝室常澄 頭照やヽ13_ 対話寄主 如田攫趨:恥 况��69(��耳ﾇb� �� �� i ��

適 盟 I遊 �� ������ �� �� ������i ��
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職業安定機関による万博開陳

求人充足状況(42 10 1-45工末)

1　職産別(別表F)

充足率　733%

2　送　　出　　県　　別(別表G)

送出県 偖ｹ�ｹ�B�刳ｿ ��x�ﾊr�充足数 劔�x�ﾊr�充足数 
42.43 _竺÷壁_ 鼎ID�7��ﾘ'R�計 2,610 剴C"紊2��:8ﾇ8�ｲ�44年度 佗b�鼎"紊2�44年度 佗b�

北海道 �"ﾃ�C��剞ﾎIii 刪鼡{ ��S��475 �ｨ�"�TU �#B�94 

青森 ���#3r�古さ �"���"� 兀�B�1点 ����214 儘ﾂ)8r�53 田��122 

岩手 蔦�ヲ�蔦0 鉄3�� 伜)yﾂ�ー1 處r�25 伜(ﾏｲ�膏0 涛b�こ高 

宮城 涛��133 �?3�� �+ynﾂ�19 蒙ﾂ�120 �;�8r�218 �#c��486 

秋田 �5���T掠 田�R�岐阜 �10 ��R�25 俘��ﾂ�畠1 都B�415 

山彩 �#CS#澱�鉄C�� ��8圓�12 ��2�25 �IU��408 鉄cR�973 

福島 鼎��1品 緬��� �I&ﾒ�告 侘2�48 俘)&ﾒ�章l ��鰾�532 

茨城 湯�28 �3r� 倅�B�58 �� �� �� 5 田2�福岡 �?32�l蔦 �3コ�

栃木 澱�時 �#"� 俾�椶�54 ��b�五一 俚(椶�再3 ��b�:時 

詳馬 ��2�9 �#"� 仍�72�46 �3r�83 �+xﾞ��276 ��C��417 

埼玉 處x爾�7 �#"���Xﾞ2�1,941 釘縱#��6.662 估igｲ�1,487 都�2�2.280 

千葉 牝��25 �3R�兵庫 �242 ���r�349 ��YZ｢�3生 �(ﾘ"�588 

東京 鼎r�29 都b��=驂r�28 �3r�65 亶ｸﾞ��8諒 鉄3��1.396 

神奈川 ��B�23 �3r�刎�慂�"�29 �3b�65 俾ﾘ髯8r�1.919 ��ﾃ��r�3,036 

新潟 鉄sr�204 都���鳥取 �102 田R�167 �ｹ�R�読 ��sb�209 

富山 �#�C�C���3S"� �8xﾚ｢�信一: ��s��298 ����15.270 ��"纉�"�28.252 

嶺賜り
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